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概要 

【会社マスター利用者登録】は、作成した会社マスターを利用する【ログインユーザー】を選択する業務です。 

 

こんな時に利用します 

 新しく作成した会社マスターを利用する【ログインユーザー】を選択する 

 

この画面の次によく使う機能として 

  　●　【管理者業務】-【会社毎の設定を変更する】-【入力者登録】

　●　【管理者業務】-【会社毎の設定を変更する】-【ログインユーザーと利用者の関連付け】
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(【会社マスター利用者登録】) 

 

【会社マスター登録】より引き続き実行されますが、【2.会社マスター利用者登録】をダブルクリックしても起動

できます。 

 

現在選択中の会社マスターを利用するログインユーザーを選択する画面です。 

※既に使用中の会社マスターに利用するログインユーザーを追加する場合、 

 【ログインユーザーと利用者の関連付け】の画面でも、ログインユーザーを追加選択することができます。 

  

右の画面が開きます
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(選択中の会社マスターを利用するログインユーザーの追加) 

 

左側の【利用ユーザー一覧】には、現在この会社マスターを利用するログインユーザーの一覧が表示されます。 

※上記画面では、新規作成した会社マスターのため、利用するログインユーザーは登録されていません。 

1. 左側の【未使用ユーザー一覧】から、この会社マスターの利用者として追加したいログインユーザーを 

選択します。 

(同時に複数のログインユーザーを選択可能です。) 

2. 中央の【追加】ボタンを押すと、利用するログインユーザーが追加されます。 
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(選択中の会社マスターを利用するログインユーザーの利用解除) 

 

左側の【利用ユーザー一覧】には、現在この会社マスターを利用するログインユーザーの一覧が表示されます。 

1. 左側の【利用ユーザー一覧】から、この会社マスターの利用者から利用解除したいログインユーザーを 

選択します。 

(同時に複数のログインユーザーを選択可能です。) 

2. 中央の【解除】ボタンを押すと、利用するログインユーザーが利用解除されます。 
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概要 

 【拠点登録】は、【入力者】の所属する拠点を登録する業務です。 

 【入力者登録】の前に、最低１つ拠点を登録しておく必要があります。 

 

こんな時に利用します 

 新しい拠点を追加する 

  

この画面の次によく使う機能として 

  

　●　【管理者業務】-【会社毎の設定を変更する】-【入力者登録】

　●　【管理者業務】-【会社毎の設定を変更する】-【ログインユーザーと利用者の関連付け】
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(【拠点登録】) 

 

【会社マスター利用者登録】画面の右上、【次へ】ボタンをクリックするか、【3.拠点登録】をダブルクリックす

ると起動します。 

 

【入力者登録】画面で入力する際、所属する拠点を設定する必要があります。 

その際に使用する拠点の登録・修正・削除を行う画面です。 

※入力者を登録する前に、最低でも 1つの拠点を登録しておく必要があります。 

  

右の画面が開きます
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(新しい拠点の登録) 

 

上部の登録欄で、拠点の新規登録が可能です。 

項目を入力後、【更新】ボタンを押すと登録されます。 

 

【拠点コード】 

 【Web超財務システム】で使用する拠点コードです。既に登録している拠点の拠点コードと重複しない 

よう、数字 4桁(前 0あり)で登録してください。 

 

【拠点名称】 

 拠点の名称です。 

 必須の拠点登録の場合、「本社」等とご登録ください。 
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(拠点の修正) 

 

左側の拠点一覧から、登録済の拠点を選択すると、その拠点の情報を変更することができます。 

変更が可能なのは、【拠点名称】です。 

※【拠点コード】は変更できません。 

項目を変更後、【更新】ボタンを押すと変更が反映されます。 
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(拠点の削除) 

※現在・過去を問わず、入力者に設定して利用したことのある拠点を削除した場合、 

【Web超財務システム】内でのデータの整合性が取れなくなる可能性があります。 

最悪の場合、仕訳データの承認処理が行えずに、翌期更新及び仮翌期終了が行えないなど、重大な影響を 

及ぼすこともあり得ます。 

誤って登録し、まだ一度も入力者に設定したことのない拠点を削除するような場合を除き、拠点の削除を 

行いたいような場合には、一度弊社までご相談ください。 

 

拠点の修正と同様に、左側の拠点一覧から登録済の拠点を選択した後、その拠点を削除することができます。 

【削除】ボタンを押すと、該当する拠点が削除されます。 
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概要 

 【入力者登録】は、【入力者】を登録・修正する業務です。 

 【Web超財務システム】を利用し、仕訳データの入力や承認処理を行う【ログインユーザー】には、利用する

【会社マスター】それぞれで【入力者】を関連付ける必要があります。 

 

こんな時に利用します 

 新たな入力者を登録する 

 入力者の名前や承認権限を変更する 

 所属する拠点の追加・変更等を行う 

 

この画面の次によく使う機能として 

 【管理者業務】-【会社毎の設定を変更する】-【参照制約定義登録】 

 【管理者業務】-【会社毎の設定を変更する】-【ログインユーザーと利用者の関連付け】 
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(【入力者登録】) 

 

【拠点登録】画面の右上、【次へ】ボタンをクリックするか、【4.入力者登録】をダブルクリックすると起動しま

す。 

 

 

 

新たに入力者を登録したり、登録済の入力者の情報の修正・削除を行います。 

  

右の画面が開きます
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(新しい入力者の登録) 

 

上部の登録欄で、入力者の新規登録が可能です。 

項目を入力後、【更新】ボタンを押すと登録されます。 

 

【コード】 

 【Web超財務システム】で使用する入力者のコードです。既に登録している入力者のコードと 

重複しないよう、数字 4桁(前 0あり)で登録してください。 

【氏名】 

 入力者の名称です。振替伝票発行やデータ本修正の履歴チェックリスト等に、入力者あるいは 

 承認者の名称として表示されます。 

【権限】 

 この入力者に付与する、仕訳の承認権限を指定します。 

 (この入力者は入力のみ行い、承認処理を行わない場合) 

  【権限Ⅰ】のみチェックをつけてください。 

 (この入力者が承認を行う場合) 

  承認を行うレベルに対応した権限 1か所にチェックをつけてください。 

  ※弊社標準の設定では、レベル 3のみで承認を行うようになっています。 

   その場合は、【権限Ⅲ】のみにチェックをつけてください。 

   多段階承認あるいは他の承認レベルでの承認をする運用の場合、 

   この入力者で行う承認レベルに対応した権限 1か所にチェックをつけてください。 

【拠点コード】 

 この入力者が所属する拠点、及び承認対象となる拠点(承認者のみ)を指定します。 

 画面右下、【拠点一覧】内の拠点をダブルクリックすると、その拠点が指定されます。 

 最初に指定(左端に表示)された拠点コードが、この入力者で入力した仕訳データに付与されます。 

 承認を行う入力者で、自分の所属する拠点以外の仕訳データも承認対象とする場合は、2つ目以降の 

拠点として、承認対象とする拠点を必要なだけ指定します。 
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【初期部門】 

 ※【簡易入力 IIPro】 でのデータ入力時のみ使用できる機能に関する設定です。 

  

 【簡易入力 IIPro】での入力時、部門コードが入力可能な状態で、部門コードを入力しないまま 

 カーソルを進めると、ここで指定した部門コードが自動入力されます。 

 データを入力する担当者により自動的に部門コードを入力する、等の場合にご利用ください。 

 左側の【部門一覧】に、この会社マスターで登録されている部門コードが表示されています。 

 【部門一覧】の部門をダブルクリックすると、【初期部門】に登録されます。 

 

【初期 Project】 

 ※【簡易入力 IIPro】 でのデータ入力時のみ使用できる機能に関する設定です。 

  

 【簡易入力 IIPro】での入力時、プロジェクトコードが入力可能な状態で、プロジェクトコードを 

入力しないままカーソルを進めると、ここで指定したプロジェクトコードが自動入力されます。 

 データを入力する担当者により自動的にプロジェクトコードを入力する、等の場合にご利用ください。 

 左側の【プロジェクト一覧】に、この会社マスターで登録されているプロジェクトコードが表示されて 

います。【プロジェクト一覧】の部門をダブルクリックすると、【初期 Project】に登録されます。 
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(入力者の修正) 

 

左側の登録済入力者一覧から、登録済の入力者を選択すると、その入力者の情報を変更することができます。 

【コード】以外の情報を変更できます。 

項目を変更後、【更新】ボタンを押すと変更が反映されます。 

 

(ご注意) 

 【権限】で指定する内容を基に、入力した仕訳データには【承認フラグ】が設定されます。 

 実際の承認処理時には、仕訳データに設定された【拠点】・【承認フラグ】と、各入力者に設定された 

 【拠点コード】・【権限】を基に、どの仕訳をどの入力者が承認可能かが判定されます。 

 そのため、特に承認権限のある入力者の【拠点コード】・【権限】を変更する場合、すでに入力 

 されている仕訳データの承認担当者が不在とならないよう、注意が必要です。 

  

★管理者の場合、

拠点コードは全て選

択してください。
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(入力者の削除) 

※現在・過去を問わず、仕訳データの入力や承認処理に利用したことのある入力者を削除した場合、 

【Web超財務システム】内でのデータの整合性が取れなくなる可能性があります。 

誤って登録し、まだ一度も利用したことのない入力者を削除するような場合を除き、入力者の削除を 

行いたいような場合には、一度弊社までご相談ください。 

 

 

入力者の修正と同様に、左側の登録済入力者一覧から登録済の入力者を選択した後、その入力者を 

削除することができます。 

【削除】ボタンを押すと、該当する拠点が削除されます。 
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(入力者マスターリスト) 

 

画面右上、プリンターのアイコンのボタンをクリックすると、入力者のリストが出力できます。 

 

 

 


